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三重県

事 業 実 施 計 画

中山間ふるさと・水と土保全対策事業



１．事業実施の基本方針

２．事業計画　

令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度

　 　 　 　 　

15,429 15,098 14,645 25,799 24,603
　

(11,742) (9,867)

　

中山間地域の地域コミュニティの維持に資する取組の支援を
行う。

④
ふる水

第3-2-(3)
中山間地域の集落等が行う地域コミュニティ機能の維持に資する活動を行う組織形成の取組を支援するとともに農村型地域運営組織（農村RMO)の運営支援に取り組む。 2,598千円

地域づくり活動の推
進

総事業費

ふる水
第3-2-(2)
第3-2-(3)

土地改良施設の機能
保全

土地改良施設の機能保全のための対策を進める。 ⑤
ふる水

第3-2-(1)
土地改良施設の機能保全に関する対策として、土地改良施設情報のシステム化による管理労力の省力化を目指す。（Ｒ８～） 19,400千円

令和９年度

５ヶ年間の事業(量)内容

農山漁村地域に人を呼び込むため、広報誌「いなか旅のススメ」をイベント等で配布するほか、月１回のメールマガジン配信、週１回のSNS配信を行う。

ふる水
第3-2-(1)

ふる水
第3-2-(3)

地元の受け入れ体制の強化のための研修会の開催や、関係人口創出のためのイベントの開催、魅力発信のための棚田カード作成等を毎年１回以上、５ヶ年で５回以上行うことで棚
田地域の振興を図る。

目標年度

現状と課題

計画後の
目指す姿

農地や農業用施設の保全、中山間地域と都市の交流促進、中山間地域におけるＣＳＲ、ＣＳＶ活動の推進、中山間地域の魅力を幅広く情報発信することで、中山間地域が有する多面的な機能の発揮を目指す。

社会経済情勢の変化や、新型コロナウイルス感染症拡大の影響により都市住民を中心に、農山漁村地域における美しい景観や伝統文化に「癒し」や「歴史的価値」を感じるとともに、農林水産業や中山間地域が有す
る多面的な機能への関心が高まっている。
一方で、中山間地域では、高齢化が進み、集落機能の低下や荒廃農地の拡大が進み、地域が有する多様な公益的機能の維持も困難になりつつあることが課題となっている。

17,500千円中山間地域の活性化のため、企業との連携により、荒廃農地の復旧や、コミュニティ活動を中長期的に支援する地区を毎年１地区以上、５ヶ年で５地区以上のマッチングを行う。

事業実施の
基本方針

地域住民活動による農林水産業の生産基盤や生活環境の整備の推進を図るため、中心となる人材としてふるさと・水と土指導員の育成に努める。
高齢化や過疎化により、営農や生活面での取組が困難となりつつある中山間地域に対して、企業によるCSR活動や、地域コミュニティの維持のための活動を支援する。
中山間地域における関係人口の増加を図るため、県内外の多くの人へ地域の魅力発信を行う。

事業実施
要綱上の
該当項目

中山間地域の活性化を図るため、企業が荒廃農地の復旧、コ
ミュニティ活動などの支援等に参画できる体制を構築するた
めの仕組みづくりを研究し、新たな企業と地域の連携や、現
在取り組んでいる地域の活動が継続するよう支援する。

地域住民活動の中心となる、ふるさと水と土指導員の資質向
上を行うことで、地域住民活動の活性化を図る。

6,650千円

1,594千円

8,728千円

３年～５年をかけて行う農村の景観・環境創造の取組や、外部有識者を交えた地域活性化のための取組を毎年１地区以上行うことで地域住民による地域づくり活動を支援する。

②・③

ふるさと水と土指導員を代表とする地域において、農地等の
日常管理に加えた農村の景観・環境創造の取組や、外部有識
者を交えた地域活性化のための取組に対して支援を行う。

③

19,853千円

中山間地域の魅力発
信

さまざまな住民活動の中心となる、ふるさと水と土指導員の資質向上のため、全国研修会や全国棚田サミット等への参加を毎年延べ５人以上、５ヶ年で延べ２５人以上支援するこ
とで地域住民活動の活性化を図る。

事業（取組）名 事業（取組）内容
達成すべ
き目標
との関連

①

②
広報誌「いなか旅のススメ」やホームページ、メールマガジ
ン等さまざまな広報媒体を活用した情報発信を行う。

棚田地域を対象とした研修会やイベントの開催、棚田カード
作成等による魅力発信を行う。

企業との連携による
中山間地域の活性化

中山間ふるさと・水と土
保全推進事業
（棚田基金）

計画事業費

（実績額）

ふる水
第3-2-(3)

③
ふる水

第3-2-(2)

（実績額）

計画事業費中山間ふるさと・水と土
保全対策事業

（ふる水と土基金）



３．事業実施の成果目標と実績

４．事業評価と対応

土地改良施設の機能保全⑤

－ －⑤ 土地改良施設の機能保全
システム化された地
区数

-
毎年１地
区以上

－

－ －④ 地域づくり活動の推進 支援した地域数 -
毎年３地
域以上

－

-
毎年

５人以上
６人 ２人

③
④

地域づくり活動の推進

　 　

備考

交流人口 -
毎年３万
人以上増

加

ふる水指導員の資質
向上（延べ）

事業実績の評価

外部有識者の所見

達成すべき目標 指標 基準値 目標値

①

年度ごとの実績

令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度

②

　 　

③

② 中山間地域の魅力発信

地域づくり活動の推進

達成すべき目標

企業との連携による中山間地
域の活性化①

-
毎年１地
区以上増

加

中山間地域の魅力発信

所見を踏まえた改善方針

企業との連携による中山間地
域の活性化

企業と連携して中山
間地域の活性化のた
めの活動に取り組む
地区数の増加

　0

令和９年度

１増

4,6万人増 7.8万人増

達成度


